
鳴門教育大学・大学院学校教育研究科・特命教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６１０２

基盤研究(C)（一般）

2021～2018

適応的セルフ・エスティームの潜在連合集団PC検査と非意識・意識連動型介入法の開発

Development of the tablet PC version of the implicit association group test and 
the intervention program in which nonconsciousness and consciousness work 
together for enhancing adaptive self-esteem

５０１９１２５０研究者番号：

山崎　勝之（Yamasaki, Katsuyuki）

研究期間：

１８Ｋ０３１４０

年 月 日現在  ４   ５ ２５

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は，適応的なセルフ・エスティーム（SE）である自律的SEについて，測定の
ための潜在連合テストと育成のための介入プログラムの開発を行った。
　対象は小学校高学年で，潜在連合テストはタブレットPCを使用して開発し，信頼性と妥当性を確認した。介入
プログラムは，TOP SELFと呼ばれるプログラム群中の自己信頼心（自信）の育成プログラムをもとに，理論背景
や動機づけを高める方法を踏襲しながら，自律的SEの非意識性に適合した目標の構成と実施する教師への負担の
少ない教育方法を確立した。その後効果評価研究に進み，このプログラムが自律的SEを高め，他律的SEを低める
効果を有することを実証した。

研究成果の概要（英文）：  In this study, the implicit association test (IAT) and intervention 
program for autonomous self-esteem were developed. 
  The IAT was developed using the tablet PC, and its reliability and validity were confirmed. The 
intervention program, based on the program for self-confidence in the TOP SELF, was developed with 
the purposes suitable for the nonconscious characteristics of autonomous self-esteem and the methods
 that are easy for teachers to implement. Thereafter, the effectiveness of the program was 
confirmed, revealing that it can enhance autonomous self-esteem and decrease heteronomous one. 

研究分野：発達健康心理学

キーワード： 自律的セルフ・エスティーム　他律的セルフ・エスティーム　潜在連合テスト　介入プログラム　小学
校高学年児童

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では，これまでの教育や研究界におけるセルフ・エスティーム（SE）の概念を改訂して誕生した自律的
SEについて，必要な測定法や介入方法を開発した。測定法は自動集計できるタブレットPC版とし，自律と他律の
SEを同時測定でき，信頼性と妥当性を確認の上完成した。また，自律的SEの育成方法では，子どもたちを引きつ
け，実施者の実施負担を極力軽減し，普及性の高いプログラムに仕上がった。
　こうして，学校においては子どもたちの健康や適応のために重視されているSE（自尊感情，自己肯定感）につ
いて，その扱いを間違えることがないように，新たな概念に加えてその測定法や教育方法を提供できたことに社
会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

1980 年台に入って立て続けに実施されたタスク・フォース（e.g., Baumeister et al., 2003; 
Mecca et al., 1989）はセルフ・エスティーム（Self Esteem: SE）の効用をほぼ否定した。そ
の結果，新規の SE 概念が複数導出されたが（e.g., Deci & Ryan, 1995; Kernis, 2003），最近
山崎他（2017）はそれら新規諸概念の問題を指摘し，新たに自律的（autonomous）ならびに他律
的（heteronomous）SE を概念化した。自律的 SE は，自己信頼心，他者信頼心，内発的動機づけ
がいずれも高まった複合特性で Deci らの真の SE に近いが，自律性の位置づけや要素の結合性，
さらには存在の非意識性に違いがあることを明らかにした。 
 この山崎らの知見は，質問紙が中心であったこれまでの測定法を改定すべきことを提起し，近
年の無意識研究の隆盛の中，質問紙等意識を介した測定の限界を示唆している。この山崎らの新
知見に基づき開発された自律的 SE の潜在連合テスト（implicit association test）（横嶋他，
2017）は，新たな研究領域を開拓する勢いがあった。なお，潜在連合テストの原理は，２つの刺
激の潜在的な連合が強いと，その組み合わせへの反応が促進することによる。横嶋らの潜在連合
テストは学校で使用されるが，実施と採点に労力を要し，より簡便なタブレット PC 型の開発が
待たれていた。また他律的 SE については，質問紙でもある程度測定できるものの，やはりタブ
レット PC での潜在的な測定が自律的 SE との比較上必要であった。 
 そして，現在学校等で児童・生徒の問題行動の主要原因とされる SE の育成教育は，その内容
を見る限り問題のある他律的 SE の育成であることが多く（山崎他，2017），新規概念の啓蒙と望
ましい自律的 SE への教育方法の開発も急務となっていた。また，その教育はこの SE の非意識性
もあって，近年の非意識と意識を連動させる教育理論を持つ新教育（e.g., Uchida et al., 2014）
の適用が期待される。「現行の学校における問題のある SE の概念，測定，教育を放置してよいの
か？」―この問へ学術的に回答を用意し，教育の健全化を実質的に着手したい。 
 
２．研究の目的 
 

上記の研究背景から，本研究は小学児童を対象に，以下の４つの目標をもって実施される。第
１に，テストの実施簡便化と自動採点化を実現する自律的ならびに他律的 SE 用タブレット PC 型
潜在連合テストを開発し，信頼性と妥当性を検討する。潜在連合テストは，測定対象の中心とな
るカテゴリー語と正負感情語の非意識的な連合強度の測定を行う方法で本来個別に実施するテ
ストであるが（e.g., Greenwald & Banaji, 1995），タブレット型は集団での実施を可能にする。 
 そして第２に，健康と適応上望ましい自律的 SE を問題のある他律的 SE と弁別して育成する
ために，学校で実施するユニバーサル予防教育を開発する。これには応募者らが開発ずみである
既存のプログラムを原型に（Uchida et al., 2013; 山崎，2015），目標と方法を自律的 SE への
適合性を高めて開発を進める。この原型プログラムは，非意識で発生する情動が十分に喚起され
る中，教育目標を意識的に操作し，非意識と意識の円滑な連動のもと，その経験を一括して記憶
化させる教育理論を持ち（山崎，2013），この理論を的確に実現させる方向で開発を行う。そし
て第３に，その教育実践と効果評価を行う。効果評価は，両 SE が弁別的に向上または低下する
かを検討する。そして最終的に，両 SE の概念上の関連と教育効果の弁別的結果を総合的に体系
づけた教育モデルを構築し，学校への概念，測定法，そして教育の普及をはかる。 
  この研究の学術的独自性は，近年提起された新規 SE 概念を抜本的に改善し，その測定に至っ
てはこれまでに類を見ない，精度の高い簡便な測定法を創造することである。また，概念や測定
方法に終始する研究ではなく，実際にその育成法を学校教育に適合する形でユニバーサル・プロ
グラムとして開発し，両 SE の効果を弁別して提示することまで計画する本研究の独自性と創造
性は高く，子どもの健康と適応への貢献度は高い。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究１ 自律的 SEならびに他律的 SE のタブレット PC 版潜在連合集団テストの開発を行
う。完成済みの自律的 SE 紙筆版をもとにタブレット版 PC（OS アンドロイド）を Java 言語でプ
ログラミングを行い原版を完成させる。その後，予備的研究で改訂を経て，次の研究において信
頼性と妥当性の検討ができる最初の版を完成させる。 
 
（２）研究２ 研究１で完成された，自律的 SE と他律的 SE を同時測定できるタブレット PC 版
潜在連合集団テストを，小学児童（機器操作の可能性から４年生～６年生 367 名）に実施する。
再検査で信頼性を検討し，教師評定と併存的方法により妥当性を検討する。 
 
（３）研究３ 自律的 SE を育成するユニバーサル学校予防教育プログラムの開発の最初として，



小学校高学年ならびに中学校１年生に適用できるように，教育目標ならびに教育方法を開発す
る。トップ・セルフ（TOP SELF: Trial of Prevention School Education for Life and Friendship）
と呼ばれる予防教育群（e.g., Uchida, Yamasaki, & Sasaki, 2014; 山崎，2015; Yamasaki, 
Murakami, Yokoshima, & Uchida, 2015）における自己信頼心（自信）の育成をベースとして，
そこから自律的 SE の概念とその非意識的な特徴を強調した教育目標を確立する。そして，方法
では学校教員が実施することを想定し，授業の実施容易性を考慮した特徴をもたせるようにす
る。 
 
（４）研究４ 研究３で開発された自律的 SE プログラムを実際に適用して，適用可能性と実施
容易性を予備的に検討する。この予備的適用により，特に実施容易性の観点から多数の修正点が
見いだされることが見込まれる。そこで，必要に応じて修正し，次の研究において効果評価研究
に入る準備を行う。 
 
（５）研究５ 研究４で完成した自律的 SE プログラムならびに研究２で開発した自律と他律的
SE を同時に測定するタブレット PC 版潜在連合集団テストを，小学校５年生 115名に適用し，そ
の効果を検証する。教育群（55 名）と比較対照群（60 名）を設定し，両群の比較において効果
検証を行う。 
 
（６）研究６ 教育対象としての自律的ならびに他律的 SE の関連と育成効果に関する総合モデ
ルの構築ならびに教育と測定の普及方法を確立する。自律的ならびに他律的 SE について，概念，
測定方法，健康・適応との関連，そして，その教育の説明・普及モデルを両 SE を関連づけなが
ら構築する。普及においては，教育方法のすべてを DVD にパッケージ化し，多くの学校に導入す
るための利便性を高める。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究成果は，自律的ならびに他律的 SE を同時測定できるタブレット PC 版潜在連合集団テ
ストの開発，自律的 SE プログラムの開発，自律的 SE プログラムの効果評価，プログラムの普及
方法の確立に分けることができる。 
 
（１）自律的ならびに他律的 SE を同時測定できるタブレット PC 版潜在連合集団テストの開発 
 タブレットならびに Java 言語を使用し，自律的ならびに他律的 SE を同時測定する潜在連合
テストを作成し，問題なく児童に適用できることを確認した。そして，再検査法による信頼性で
は，全体で r = .52，課題順序群別で快先攻が r = .37，不快先攻が r = .67，男児が r = .54，
女児が r = .51 となり，いずれも有意でかつ中程度の相関となり信頼性が確認された。 
 妥当性については，まず既存の紙筆版潜在連合テストとの併存的妥当性として.30 前後の有意
な相関が得られ（全体 .30，快先行 .26，不快先行 .36，男児 .34，女児 .26）。続く教師評定
では，潜在連合テスト得点の高低群を設定し，担任教員により自律的 SE と他律的 SE の観点から
評定を行った。その結果，性との交互使用なく自律的 SE は高群が高く，他律的 SE は低群が有意
に高くなった。これらの結果から，テストの妥当性が確認された。 
 
（２）自律的 SE プログラムの開発 
 既存の予防教育プログラム群「トップ・セルフ」中の自己信頼心（自信）の育成プログラムを
もとに自律的 SE プログラムの開発を行った。自律的 SE の非意識的な特徴を重視し，知識伝達に
よる学習要素を可能な限り排除するため，この点から階層的な目標を再構成した。自律的効力性
や取り入れなどの新規な概念用語を導入し，体験的に非意識に取り入れる過程を強調した目標
構成を，大目標から中位目標，そして操作目標へと階層的に構成することができた。 
 そして，この操作目標のもとに教育方法を展開することになった。方法は，従来のトップ・セ
ルフのプログラム特徴である子どもの参加度を高める方法（アニメーションや集団ゲームの活
用）は踏襲し，その他プログラムの普及を想定し，学校教員が負担なく実施できるようにパワー
ポイントスライドによる自動推進型の方法の確立を目指した。 
 プログラムは原型の開発後，幾度かリハーサル的に適用し，円滑な実施を見込める出来映えに
まで高めた。 
 
（３）自律的 SE プログラムの効果評価 
 教育群と比較対照群，性別，実施時期（前後）の３要因の分散分析を実施した結果，群と時期
の交互作用が有意になり，教育群のみが自律的 SE 得点が事前から事後にかけて有意に高まり，
また他律的 SE 得点が有意に低まった（Table 1）。さらに，実施前の自律的 SE 得点の中央値で高
群と低群に分け同様の分散分析を実施した結果，高低両群とも同様に，教育群のみが事後にかけ
て，自律的 SE 得点が上昇し，他律的 SE 得点が減少した（Table 2）。 
 このことから，開発された自律的 SE プログラムは，教育実施前の自律的 SE 得点の高低にかか
わらず，自律的 SE を高め，他律的 SE を低める効果をもつことが実証された。 



 
（４）プログラムの普及方途の構築 
 普及のため，まず授業実施に必要な，教材，指導案，板書計画，授業台本をセットにした DVD
パッケージを作成した。これを実施する学校側に貸与することによって，授業自体は学校が主体
的に実施することができる。また，理論と方法の特徴の説明プレゼンテーションを完成し，必要
に応じて学校側に理論と方法の特徴を説明できる方法を確立した。また，メール，電話，Zoom 等
でのオンライン説明の機会を設定し，迅速で十分な対応ができるような体制を整えた。 
 
 

Table 1. 介入・対照グループ，介入前後時期，性別に示された，児童用タブレット PC 版自律

－他律的 SE 潜在連合テストの平均得点（SD） 

 

 

Table 2. 高低グループ，介入・対照グループ，介入前後時期別に示された，児童用タブレット

PC 版自律－他律的 SE 潜在連合テストの平均得点（SD） 
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